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右
表
は
令
和
元
年
度
の
デ
ー
タ
で
す
が
、

過
去
５
年
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
静
岡
県
、

埼
玉
県
、
宮
崎
県
が
快
晴
日
数
が
多
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

逆
に
快
晴
日
数
が
最
も
少
な
い
の
は
、
令

和
元
年
度
だ
と
沖
縄
県
（
７
日
）、
新
潟
県

（
９
日
）、
秋
田
県
（
10
日
）
の
順
で
、
い
ず

れ
も
10
日
以
下
で
す
。
過
去
５
年
の
デ
ー
タ

を
み
る
と
、
東
北
地
方
の
日
本
海
側
の
県
と
、

沖
縄
県
が
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

静
岡
県
、
埼
玉
県
が

比
較
的
快
晴
が
多
い

一年
間
で

快
晴
の
日
が

多
い
の
は
ど
こ
？
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第
五
回

T E N T SNOC

1 位　静岡県

2位　佐賀県

3位　宮崎県

4位　東京都
5位　高知県、
　　　熊本県

45日

41日

38日

35日

34日

中津川市の健康づくり推
進キャラクター「けんぱ
ちくん」。健康の「けん」
と中津川市の人口 8 万
人の「はち」を合わせて
名付けられました。

表 紙 の キ ャ ラ ク タ ー

けん ぱ ちくん

※苗木城跡から見た中津川市街地。表紙の写真が苗木城跡。



5 42 0 2 1  A u g u s t  V o l . 2 4 8 2 0 2 1  A u g u s t  V o l . 2 4 8M I C M I C

特
集
１　
生
活
時
間
か
ら
、
未
来
を
描
く　
令
和
３
年　
社
会
生
活
基
本
調
査

特集 1

総務省統計局では、都道府県を通じて、令和３年 10 月 20 日現在で
「令和３年社会生活基本調査」を実施します。

社会生活基本調査とは？

　わたしたちが、限られた１日の時間をどのように使っているか、また、過去１年間にスポーツ、趣味・娯楽、
ボランティア活動、旅行・行楽など、どのような活動を行ったかを調査し、国民の社会生活の実態を明らか
にすることを目的として、５年ごとに実施しています。

国民の時間の過ごし方と過去１年間の活動状況に関する調査です

主な調査事項
①　世帯や世帯員に関すること（男女の別、出生の年月、ふだんの就業状態など）
②　過去１年間の自由時間における活動（スポーツ、ボランティア活動など）
③　１日の生活時間配分　　　など

調査はどのように行われるのですか？

調査はどのように行われるのですか？

10月20日を基準に調査します

生活時間については指定された２日間の状況を調査します

調査への回答は、調査票（紙）のほかにインターネットでも可能です

調査員が調査地域の確認や調査票の配布などを行います

調査世帯は統計理論に基づき無作為に選ばれます

　令和３年社会生活基本調査では、10 月 20 日を基準として、個人や世帯に関する状況や過去１年間の
自由時間における活動を調査します。

　生活時間の配分についての調査は、10 月16 日から10 月 24 日までのうち、総務大臣が指定した連続
する２日間の行動について調査します。

　インターネットでの回答は、安心のセキュリティ、24 時間いつでも都合の良い時間に回答できるなどの
メリットがありますので、是非ご利用ください。

　調査員が調査地域を確認し、『令和３年社会生活基本調査のお知らせ』を
配布します。
　また、調査対象となった世帯へ調査票の記入のお願いや、ご記入いただいた
調査票の回収および記入状況の確認を行い、調査票を都道府県へ提出します。

　全国の全ての世帯について調査を行うには、多くの費用
と時間と人手が必要になります。
　そこで、この調査では統計理論に基づき、一部の世帯を
全国から偏りなく選び、調べることによって、日本全体の
姿を推計する方法を採用しています。
　調査地域は、総務省統計局がコンピュータによって無作
為に選びます。また、調査世帯についても、こうして選ん
だ地域の中から無作為に選びます。
　このような方法により選ばれる世帯は、全国で約９万世
帯となり、その世帯にふだん住んでいる10 歳以上の世帯
員約 19 万人が調査の対象となります。

　調査員は、都道府県知事が任命した特別職の地方公務員であり、都道府県知事が発行した
「調査員証」を必ず携帯しています。

  調査員をはじめとする関係者には、統計法により調査で知ったことを他に漏らしてはいけない
義務（守秘義務）と、これに反したときの罰則が定められています。
●　回答いただいた内容を統計作成の目的以外に使用することは絶対にありません。
●　 調査により集められた調査票の記入内容は、統計法によって厳重に保護されます。また、提出

いただく調査票は、統計の作成後、溶解処分するなど、秘密の保護には万全を期しています。
●　 インターネット上のデータの送受信は、盗み見等を防ぎ、安全な通信を行うために、ＳＳＬ /

ＴＬＳによる暗号化通信を行っています。
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調査結果はどのように利用されていますか？

　国民の生活時間や生活行動の実態を明らかにする社会
生活基本調査は、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）の推進、男女共同参画社会の形成、少子高齢
化対策といった行政施策のための基礎資料として利用
されているほか、地方公共団体におけるスポーツや文化
振興、ボランティア活動の推進といった地域振興などに
幅広く利用されています。
　なお、令和３年調査の結果は、令和４年９月頃から
順次公表する予定です。

国や地方公共団体の施策の立案に幅広く活用されます

男女共同参画社会の形成のために
　男女が共にその個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の形成は、我が国の重要な政策課題の
一つです。このため政府は、男女共同参画社会基本法（平成 11年法律第 78 号）を制定し、さまざまな施策
を推進しています。
　この法律に基づく「第５次男女共同参画基本計画」（令和２年 12 月 25 日閣議決定）では、男女の置かれた
状況を客観的に把握するための統計の整備を、重要な施策の一つとしてあげています。
　特に男女の家事、育児、介護等、無償労働の把握のための基礎資料として、社会生活基本調査における
生活時間の把握が欠かせないものとなっています。

　 ６歳未満の子供を持つ共働き世帯の夫婦の生活時間を比較すると、仕事に関する時間などは夫が長く、家事、買い物および育
児の時間は、妻が長くなっています。

　夫の家事関連時間は 20 年で約２倍に増加したものの、妻との差は約６時間となっています。
　なお、妻の家事関連時間は大きく変化していませんが、家事関連時間のうち家事時間は減少傾向で推移する一方で、育児時間は
一貫して増加を続けたことにより、平成 28 年に調査開始以来初めて育児時間が家事時間を上回るなど家事関連時間の内容に変化
も生じています。

 末子の年齢が６歳未満の子供を持つ夫婦が子供と
一緒にいた時間を曜日別にみると、妻が子供と一緒
にいる時間に大きな差はありませんが、夫は日曜日
が最も長く、曜日による差が大きくなっています。

６歳未満の子供を持つ共働き世帯における主な行動の種類別生活時間
（夫婦と子供の世帯、週全体平均）－平成 28 年

少子化社会への対策のために
　少子化の背景には、経済的な不安定さ、出会いの機会の減少、
仕事と子育ての両立の難しさ、家事・育児の負担が依然として女性
に偏っている状況、子育て中の孤立感や負担感、子育てや教育に
かかる費用負担の重さなど、個々人の結婚や出産、子育ての希望の
実現を阻む様々な要因が複雑に絡み合っています。
　少子化に対処するための施策の指針である「少子化社会対策
大綱」（令和２年５月 29 日閣議決定）では、男性の家事・育児へ
の参画が少ないことが少子化の原因の一つであり、重点課題として、
男性の家事・育児参画の促進があげられています。
　社会生活基本調査では、男女別の家事関連時間の状況など、
少子化対策の施策に必要な基礎資料を提供しています。

　また、社会生活基本調査では、生活時間の
過ごし方の中で、行動するときに「一緒にいた
人」を併せてとらえています。ここから親子
のふれあい時間、子供の生活の実態なども明
らかにすることができます。

注）仕事関連時間……「仕事」、「通勤・通学」の合計
　　自由時間……「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌」、「休養・くつろぎ」、「趣味・娯楽」、「スポーツ」、「交際・つきあい」の合計

注）家事関連時間……「家事」、「介護・看護」、「育児」、「買い物」の合計

注）1日当たりの平均時間

６歳未満の子供を持つ夫・妻の家事関連時間
（夫婦と子供の世帯、週全体平均）－平成８～ 28 年

６歳未満の子供を持つ夫・妻の曜日別
子供と一緒にいた時間－平成 28 年
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高齢社会対策のために
　急速に進む高齢化への対策のためには、高齢者の就業・社会参加
や、健康・福祉など多方面にわたる取組を進めていくことが必要です。
　高齢化に関する施策の指針である「高齢社会対策大綱」（平成
30 年２月16 日閣議決定）では、高齢社会においては、価値観が
多様化する中で、学習活動や社会参加活動を通じての心の豊かさや
生きがいの充足の機会が求められるとともに、就業を継続したり
日常生活を送ったりする上でも社会の変化に対応して絶えず新たな
知識や技術を習得する機会が必要とされています。

　「学習・自己啓発・訓練」における年齢階級別の行動者率について、平成 23 年と平成 28 年を比較すると、若年層だけでなく、
55 歳以上の全ての年齢階級でも上昇していることが分かります。

「学習・自己啓発・訓練」の年齢階級別行動者率 －平成 23、28 年

若年者と比較した高齢者の１日の生活時間（週全体平均）－平成 28 年

　国や地方公共団体では、一人でいた時間や家族といた時間など高齢者の時間の過ごし方や、スポーツ、趣味・
娯楽、ボランティア活動などを行った高齢者の割合などに関して、社会生活基本調査の結果を活用しています。

　高齢者は仕事時間が減った分の多くを、テレビ等のメディアに振りむけているという現状が浮かび上がっています。

注）家事関連時間……「家事」、「介護・看護」、「育児」、「買い物」の合計
　　仕事関連時間……「仕事」「通勤・通学」の合計

令和３年社会生活基本調査
キャンペーンサイトのご紹介

　社会生活基本調査では、調査の目的や調査方法などを理解していただくためのツールとして、キャンペーン
サイトを開設しています。
　調査に関する様々な情報について、積極的に発信していますので、是非ご覧ください。

令和３年社会生活基本調査
キャンペーンサイト

社会生活基本調査 検索

＜キャンペーンサイト　トップページ＞

※原稿執筆時点で作成中の画面であるため、一部変更となる可能性があります。
※掲載コンテンツは随時更新します。

調査に関する説明のほかに、
インターネットでの回答方法や
調査事項「生活時間について」
の回答例などのコンテンツも
掲載する予定です。

また、生活時間トリビア 
〜 47 都道府県ランキング 〜
と称した「睡眠時間」や

「スマートフォン・パソコンの
使用時間」などのランキング結果
も掲載する予定です！
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ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
通
信
を
活

用
し
た
リ
ア
ル
な
遠
隔
会
議
、
自
動
ワ
イ

ヤ
レ
ス
充
電
に
よ
り
バ
ッ
テ
リ
ー
の
心
配

が
不
要
な
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
、
新

し
い
無
線
技
術
に
よ
り
海
、
山
、
空
や
宇

宙
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
の
超
高
速

通
信
な
ど
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
に
つ
い
て

は
す
で
に
諸
外
国
に
お
い
て
研
究
開
発
等

の
取
組
が
活
発
化
し
て
お
り
、
国
際
競
争

に
勝
つ
た
め
に
も
、
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ

の
実
現
に
必
要
な
技
術
を
い
ち
早
く
確
立

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

世界に先駆け B
ビ ヨ ン ド

eyond 5
ファイブ

G
ジ ー

実現へ

特集 2

最先端のICTを切り拓くN
エ ヌ

I
アイ

C
シ ー

T
ティー

　

国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機

構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
は
、
情
報
通
信
分
野
を

専
門
と
す
る
我
が
国
唯
一
の
公
的
研
究
機

関
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
を
切

り
拓
く
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
研
究
開
発
と

そ
の
成
果
の
社
会
展
開
に
向
け
た
取
組
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
標
準
時

を
生
成
し
発
信
す
る
な
ど
国
民
生
活
を
支

え
る
重
要
な
業
務
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
は
じ
ま
る
５
年
間
は
、

第
５
期
中
長
期
計
画
に
基
づ
き
、
Ｂ
ｅ
ｙ

ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、
量

子
情
報
通
信
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

な
ど
重
点
領
域
の
研
究
開
発
推
進
を
加
速

し
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間

が
融
合
す
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ 

5.0
の
早
期

実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
12
月
に
は
、
菅
首

相
が
首
相
と
し
て
は
じ
め
て
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
本

部
を
訪
問
し
、
武
田
総
務
大
臣
、
徳
田
理

事
長
の
案
内
に
よ
り
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研

究
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

特集 2　Beyond 5G をはじめとした先端技術への取組

　

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
実
現
に
向
け

て
、
例
え
ば
、
電
波
の
未
開
拓
領
域
で
あ

り
、
超
高
速
・
大
容
量
無
線
通
信
を
可
能

と
す
る
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
等
の
高
周
波
数
帯

を
利
用
す
る
技
術
や
、
超
多
数
接
続
を
実

現
す
る
た
め
多
数
の
ア
ン
テ
ナ
間
で
の
干

渉
制
御
・
端
末
間
連
携
技
術
、
超
低
消
費

電
力
を
実
現
す
る
た
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
端
末
ま
で
（
消
費
電
力
の
大
き
な
光
か

ら
電
気
に
変
換
す
る
こ
と
な
く
）
光
の
ま

ま
伝
送
す
る
技
術
な
ど
、
様
々
な
領
域
に

お
け
る
多
様
な
技
術
を
研
究
・
開
発
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
領
域
の
多
様
な
技

術
を
必
要
と
す
る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
を

実
現
し
て
行
く
に
は
、
官
民
の
あ
ら
ゆ
る

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
研
究
開
発
を
支
援
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
研
究
開
発
基
金
を
作
り
民
間
企
業
・
大

学
等
の
研
究
開
発
の
後
押
し
を
行
い
、
ま

た
研
究
開
発
に
必
要
な
施
設
・
設
備
を
整

備
し
て
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
共
用
す
る

こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
し
官

民
の
英
知
を
結
集
し
た
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５

Ｇ
の
研
究
開
発
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

ビ ヨ ン ド フ ァ イ ブ  ジ ー

中央より右に向かって菅首相、徳田
理事長、武田総務大臣



13 122 0 2 1  A u g u s t  V o l . 2 4 8 2 0 2 1  A u g u s t  V o l . 2 4 8M I C M I C

AI（人工知能）により
世界の「言葉の壁」を解消

注釈）
（※１）12 言語：日本語、英語、中国語、韓国語、タイ語、インドネシア語、ベトナム語、ミャンマー語、フランス語、
スペイン語、ブラジルポルトガル語およびフィリピン語

（※２）NICT の VoiceTra サポートページ：https://voicetra.nict.go.jp/
（※３）グローバルコミュニケーション計画 2025：https://www.soumu.go.jp/main_content/000678485.pdf

解読不可能な量子暗号通信
　

２
０
１
９
年
10
月
に
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
が
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
用
い
、

実
験
の
た
め
に
設
定
し
た
特
定
の
問
題
に
つ

い
て
、
最
先
端
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
も
1
万
年
か
か
る
計
算
を
３
分
20
秒
で
完

了
さ
せ
る
「
量
子
超
越
」
に
成
功
し
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
よ
り
複
雑
な
計
算
を
可

能
と
す
る
た
め
に
は
、
ビ
ッ
ト
に
あ
る
程
度

の
エ
ラ
ー
が
生
じ
て
も
元
の
状
態
を
復
元
で

き
る
よ
う
に
す
る
量
子
誤
り
訂
正
の
実
現
等
、

解
決
す
べ
き
課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
現
が
急
速
に
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大

き
な
期
待
で
あ
る
と
と
も
に
、
現
在
使
わ
れ

て
い
る
暗
号
が
あ
る
日
突
然
無
力
化
す
る
危

険
性
の
増
大
も
意
味
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

国
家
間
や
国
内
重
要
機
関
間
で
機
密
情
報
の

安
全
な
や
り
と
り
を
将
来
も
続
け
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
計
算
機
で
も
永
久
に
解
読

で
き
な
い
こ
と
が
保
証
さ
れ
た
「
量
子
暗
号

通
信
技
術
」
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

量
子
暗
号
通
信
技
術
は
、
非
常
に
微
弱
で

そ
れ
以
上
分
割
で
き
な
い
光
の
粒
（
光
子
）

を
使
い
、
機
密
情
報
を
暗
号
化
す
る
た
め
の

鍵
（
暗
号
鍵
）
の
情
報
を
共
有
し
ま
す
。
量

子
力
学
の
原
理
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
盗
聴

を
検
知
し
、
ど
の
よ
う
な
盗
聴
者
を
想
定
し

た
場
合
で
も
安
全
に
送
受
信
者
の
間
で
の
鍵

の
共
有
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、

非
常
に
微
弱
な
光
子
を
利
用
す
る
こ
と
や
経

路
の
途
中
で
光
子
の
増
幅
や
コ
ピ
ー
が
出
来

な
い
た
め
、
長
距
離
の
通
信
が
難
し
い
と
い

う
課
題
も
有
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
主
に
三
つ
の
研
究
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
量
子
暗
号
通
信

技
術
を
衛
星
通
信
に
利
用
可
能
と
す
る
た
め

の
「
衛
星
通
信
に
お
け
る
量
子
暗
号
技
術
の

研
究
開
発
（
平
成
30
年
度
～
）」、
二
つ
目
は

量
子
暗
号
の
技
術
的
制
約
（
通
信
距
離
等
）

を
突
破
す
る
た
め
に
、
地
上
に
お
け
る
長
距

離
化
や
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
必
要
な
要

素
技
術
の
確
立
を
目
指
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル

量
子
暗
号
通
信
網
構
築
の
た
め
の
研
究
開

発
（
令
和
2
年
度
～
）」、
三
つ
目
は
地
上
系

と
衛
星
系
を
組
み
合
わ
せ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な

量
子
暗
号
通
信
網
を
実
現
す
る
た
め
の
「
グ

ロ
ー
バ
ル
量
子
暗
号
通
信
網
構
築
の
た
め
の

衛
星
量
子
暗
号
通
信
の
研
究
開
発
（
令
和
3

年
度
～
）」
で
す
。

　

量
子
技
術
に
つ
い
て
は
、
政
府
全
体
と
し

て
、令
和
２
年
１
月
に「
量
子
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
」
を
策
定
し
、
今
後
、
国
が
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
事
項
を
整
理
し
ま
し
た
。

総
務
省
で
は
、
本
戦
略
に
基
づ
い
て
、
研
究

開
発
の
推
進
や
量
子
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
領
域
の

国
際
的
な
拠
点
形
成
等
に
取
り
組
み
、
距
離

に
依
ら
な
い
極
め
て
堅
牢
性
の
高
い
サ
イ

バ
ー
空
間
の
実
現
に
向
け
積
極
的
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

す
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
同
技
術
を
用
い
て
、
話

し
か
け
る
と
外
国
語
に
自
動
翻
訳
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
音
声
翻
訳
ア
プ
リ

「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｔ
ｒ
ａ
（
※
２
）」
を
開
発

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
翻

訳
技
術
を
民
間
企
業
も
使
え
る
仕
組
み
を

作
り
、
民
間
企
業
に
よ
る
数
多
く
の
翻
訳

サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、

日
常
生
活
・
行
政
手
続
・
観
光
等
の
様
々

　

総
務
省
で
は
、
世
界
の
「
言
葉
の
壁
」

を
解
消
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
自
由
な
交
流

を
実
現
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
多
言
語

翻
訳
技
術
の
研
究
開
発
と
社
会
実
装
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

取
組
に
よ
り
、
深
層
学
習
技
術
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
短
い
会
話
や
文
章
の
「
逐
次

翻
訳
」
で
あ
れ
ば
12
言
語
（
※
１
）
で
実

用
レ
ベ
ル
の
翻
訳
精
度
を
実
現
し
て
い
ま

な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ

り
、
国
際
会
議
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
で
も

十
分
な
多
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

可
能
と
す
る
通
訳
シ
ス
テ
ム
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
お
り
、
多
言
語
翻
訳
技
術
の

更
な
る
高
度
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
に
は
日
本
国
際
博

覧
会
（
大
阪
・
関
西
万
博
）
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
世
界
中
の
人
と
「
言
葉

の
壁
」
を
超
え
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
会
話

を
可
能
と
す
る
日
本
の
技
術
を
世
界
に
示

す
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
２
０
２
５
年

に
向
け
て
、
現
在
の
「
逐
次
翻
訳
」
の

レ
ベ
ル
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
・
国
際
会
議
等

で
の
議
論
の
場
面
も
含
め
た
「
同
時
通

訳
」
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

２
０
２
０
年
３
月
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
計
画
２
０
２
５
（
※

３
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。
現
在
の
「
逐

次
翻
訳
」
に
対
応
し
た
技
術
で
は
、
講
演

や
会
議
な
ど
の
長
い
発
話
を
連
続
し
て
翻

訳
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
長
い
会
話
の

中
で
重
要
と
な
る
、
会
話
の
流
れ
や
取
り

巻
く
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
翻
訳
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
計
画
２
０
２
５
」
で
は
、

そ
の
よ
う
な
文
脈
、
話
者
の
意
図
、
周
囲

の
状
況
を
補
う
こ
と
に
も
対
応
し
た
「
同

時
通
訳
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
に
よ
り
会
話
の
文
脈
や
話

者
の
意
図
を
補
完
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
国
際

会
議
に
お
け
る
議
論
の
場
面
に
も
対
応
可

能
な
実
用
レ
ベ
ル
の
多
言
語「
同
時
通
訳
」

の
実
現
と
重
点
対
応
言
語
の
拡
大
等
の
た

め
の
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特集 2　Beyond 5G をはじめとした先端技術への取組
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「かがやく人々　やすらげる自然　活気
あふれる　中津川」という都市像を掲げ、
各政策分野の目標達成に向けた取組を進
める中津川市。公共交通関連事業を移住・
定住の施策に位置付けています 津

川
市
［岐阜県］

中

こ
こ
が
ふ
る
さ
と

「
県
の
東
の
玄
関
口
」で
進
む

定
住
支
援
の
取
組

な
か
つ
が
わ
し

リニア岐阜県駅建設予定地周辺 (赤線は計画ルート）。
恵那山などの山々や付知川の刻む谷など起伏の多い中津川市
では、リニア中央新幹線の開通を見すえたまちづくりが進む。

人口：76,938 人
　　　（令和 3 年 5 月1日）
面積：676.45㎢
市の花：サラサドウダン
市の木：こうやまき
市役所所在地： 岐阜県中津川市
　　　　　　　かやの木町 2-1

Naka t sugawa  DATA
商
業
の
発
展
と
と
も
に
豊
か
な
文
化
が

育
ま
れ
、
文
豪
の
島
崎
藤
村
や
画
家
の

前
田
青
邨
、
熊
谷
守
一
が
こ
の
地
か
ら

世
に
出
ま
し
た
。

　

近
代
以
降
は
中
央
本
線
や
中
央
自
動

車
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、

多
く
の
企
業
が
立
地
し
、
も
の
づ
く
り

の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
を
間
近
に

控
え
、
古
き
よ
き
も
の
と
最
先
端
の
も

の
が
交
差
し
、
融
合
す
る
、「
住
み
続

け
た
い
」「
ま
た
訪
れ
た
い
」
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

阜
県
東
南
端
の
中
津
川
市
は

木
曽
山
脈
と
三
河
高
原
に
囲

ま
れ
て
お
り
、
恵
み
豊
か
な

森
林
と
清
流
が
育
む
山
あ
い
の
地
で
す
。

そ
こ
で
は
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
ヒ

ノ
キ
の
美
林
や
の
ど
か
な
里
山
な
ど
、

自
然
に
人
の
手
が
加
わ
る
こ
と
で
創
り

出
さ
れ
る
癒
し
の
絶
景
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
東
山
道
、
中
山
道
な
ど
が
通
る

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
土
地
で
も

あ
り
、
今
も
街
道
沿
い
に
は
情
緒
あ

ふ
れ
る
家
並
み
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
々
の
往
来
が
盛
ん
な
街
道
沿
い
で
は
、

岐　
中
津
川
市
は
街
道
、
鉄
道
、
自
動

車
道
を
通
じ
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
た
な
「
み
ち
」
と
な
る
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
開
業
が
６
年
後
に
迫
り
、

岐
阜
県
駅
と
中
部
総
合
車
両
基
地
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
中
津
川

市
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
も
た
ら
す
効

果
を
最
大
限
に
活
用
し
た
、
人
や
も

の
を
呼
び
込
む
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

中津川市長
青山節児

次代につなぐ
リニアのまちづくり

中山道の馬籠宿、落合宿、中津川宿の町並
みは多くの観光客を集める。馬籠宿から長
野県妻籠宿までのハイキングも人気。

市民が演じる地歌舞伎が盛んで、市内には
3軒の芝居小屋が残る。芝居小屋の裏側を
案内するツアーも。

木曽ヒノキを産出する山々を源とする清流
の付知峡。透き通る水の色は心安らぐ「癒
しの青」。

街道と宿場町

馬
ま

籠
ご め

宿
じゅく

歴史と文化

地歌舞伎と芝居小屋
森林と清流

付
つ け

知
ち

峡
きょう

手をかけて大切に守り
続けられる森林から生
まれる東濃ヒノキ。香
りが良く、年輪幅が均
等で、淡いピンク色の
木目が美しいブランド
木材。

栗に砂糖を加えて炊き
上げたものを茶巾で絞
る栗きんとん。市内の
各店が昔ながらの製法
を守り、それぞれで味
や食感が異なる。

中津川市は県内有数の
飛騨牛の産地。市北部
を中心に飼育される。
肉はきめ細かで柔らか。
網目のような霜降りは
芳醇な味わい。

すり潰した落花生、く
るみ、ごまなどを加え
た醤油ベースの甘めの
タレを塗って焼く。新
米の季節に喜ばれる郷
土料理の五

ご

平
へい

餅
もち

。

中津川市
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　建設中のリニア中央新幹線が開通すれば、中津川市内の新駅
から東京の品川駅まで 60 分程度、名古屋駅まで 15 分程度と
都市部へのアクセスが飛躍的に改善します。中津川市では、こ
れを交流人口の拡大、産業の振興、移住・定住の促進などのチャ
ンスととらえ、平成 25 年に「中津川市リニアのまちづくりビ
ジョン」を策定。リニア駅周辺を広域交通拠点と位置付け、交
通アクセスや新たな工業団地（西部
テクノパーク）の整備を図り、また
JR 中津川駅を核とする中心市街地
とも連携させて交流の活性化や賑わ
いの創出を図っていく計画です。

　JR 中津川駅に近い中
心市街地の旧中山道に面
する立地に「ひと、まち、
未来を元気にする交流と
学びとにぎわいの拠点」
を基本理念とした「市民
交流プラザ（仮称）」が
令和５年度にオープン予
定です。市民の生涯にわ

たる活動を支援するため「子育て」「市民交流」「学び」「観光」
の４つの機能を備える複合施設で、多世代が集まり交流するこ
とで、まちに新たな価値や魅力を生み出し、にぎわい創出が期
待される施設です。

生き生きしてる！

明治時代に建てられた地歌舞伎芝居小屋「かしも
明治座」の PR に携わり、SNS での情報発信や
オンラインショップ「カシモール」での手ぬぐい
や絵本など関連グッズの販売を行っています。

名古屋市から新規就農のため移住した佐藤さんは
「お世話になった地域に貢献したい」と、市の婚
活支援事業に協力する結婚相談員としても活動中。
「９組の成婚に関わることができました」

数年かけて自らリノベーションした「里山古民家
キャンプ宿 KOHARU」を 5月にオープンした大
畑さん。「1日 1組の貸切で、かまどや薪風呂の
ある古民家に宿泊し、里山体験ができます」

元地域おこし協力隊員 結婚相談員（マリッジコーディネーター） 移住サポーター
洲
す

崎
さき

由
ゆう

彩
さ

さん 佐藤英
ひで

子
こ

さん 大畑賢悟さん　誠子さん、こはる店長

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
バ
ス
経
路
検
索
の
充
実

公
共
交
通
施
策

　
空
き
家
ツ
ア
ー
や
婚
活

定
住
支
援

共
交
通
の
維
持
、
活
性
化
を

通
じ
て
、
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
、
と
い
う
目
標
を
掲
げ
る
中

津
川
市
で
は
、
定
住
推
進
課
が
公
共
交

通
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
に
は
、
国
土
交
通
省
が
策

定
し
た
バ
ス
の
経
路
や
時
刻
、
運
賃
な

ど
乗
換
案
内
に
必
要
な
情
報
を
ま
と
め

た
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ

住
・
定
住
支
援
に
力
を

入
れ
る
中
津
川
市
で
は
、

定
住
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
中
津
川
に
住
も
う
！
」
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
こ
の
サ
イ
ト

で
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
介
し

て
担
当
課
職
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
移

住
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
、
移

住
サ
ポ
ー
タ
ー
、
移
住
支
援
金
や

空
き
家
再
生
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
な

ど
多
く
の
支
援
事
業
が
あ
り
ま
す
。

︲
Ｊ
Ｐ
）
を
い
ち
早
く
整
備
し
、
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
。
市
内
の
バ
ス
経
路
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
検
索
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
中
津
川
駅
前
の

バ
ス
待
合
所
に
は
Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
︲
Ｊ
Ｐ
を

活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設

置
し
ま
し
た
。
デ
ー
タ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
分
か

り
や
す
く
、
使
い
や
す
く
す
る
こ
と

で
、
来
訪
者
へ
の
情
報
提
供
を
充
実
さ

　

定
住
支
援
の
一
環
と
し
て
結
婚

活
動
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
登
録
者
に
婚
活
パ
ー
テ
ィ
や

会
員
交
流
会
な
ど
の
案
内
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
配
信
す
る
「
ハ
ッ
ピ
ー

マ
リ
ッ
ジ
イ
ン
フ
ォ
」
の
他
、
公

民
館
で
月
2
回
開
設
す
る
結
婚
相

談
所
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
リ
ッ
ジ
サ
ロ

ン
」
で
は
、
結
婚
相
談
員
が
親
身

に
な
っ
て
会
員
の
相
談
に
乗
っ
て

い
ま
す
。

せ
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
路
線
バ
ス
を
運
行
す
る
北
恵

那
交
通
株
式
会
社
の
北
原
和
人
運
輸
担

当
部
長
は
、「
経
路
検
索
が
可
能
に
な

り
、
地
域
住
民
や
観
光
客
へ
の
情
報
伝

達
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
生
活
交
通
を
支
え
る
こ
と
で
市
の
定

住
施
策
に
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
言
い
ま
す
。

公移

公共交通オープンデータを活用し、路線バスの発車案内を表示する
デジタルサイネージ。

観光資源を生かした公共交通の利用促進の試みとして、ゆっくりと
走りながら中山道の景色を楽しむことができる低速電動バスの実証
運行を実施。

北恵那交通株式会社の尾関浩二さん（左）と北原さん（右）。

いつまでも住み続けたいまちにするうえで、
公共交通事業者として貢献していくことが、
私たちの使命だと考えています

開通に向けた準備

リニア中央新幹線
学びと集いの広場

市民交流プラザ（仮称）

リニア駅の北口駅前
広場の完成イメージ。

地上３階、宿場町中津川の景観に
配慮したデザイン。

移住希望者を対象とした中津川体験ツアーを毎年開催。
昨年はコロナ対策としてオンラインツアーを実施した。

独身男女が出会う機会づくりのための交流会やパー
ティーなどの婚活イベントを市が企画している。

　地域資源を活用したエネルギーの自給自足を目指し、木質バ
イオマス熱利用や小水力発電などの導入を進める中津川市は、
官民連携で SDGs（持続可能な開発目標）の取組を進めるため、
今年 3 月 25 日、中津川市区長会連合会と共同で「ゼロカーボ
ンシティ宣言」を行い、2050 年までに二酸化炭素の実質排出
量ゼロを目指す目標を表明しました。市内全地区で「生活ごみ
の減量化を進める」「レジ袋は受け取らない」「続けて風呂　エ
コ入浴」など独自の地区別目標を定めて、エコライフに取り組
んでいます。

　中津川市には全国から多くの若者が集まり、市内各
地をキャンパスに見立て活動しています。地元の大工
が協力する実践体験型の「木匠塾」や市の特産品を使
用したレシピや製品の開発といった多様な取組を行う
中、平成 30 年度には活動拠点となる「coagari」が
完成しました。学生たちが「co（共同）」と「小上が
り」から名付けたものです。coagari を活用し、地元
愛の醸成と将来の地元回帰につなげる取組を多くの大
学生・高校生と共に行っています。

官民連携でチャレンジ

SDGs の取組
学生と共に地域づくり

域学連携事業

市役所で開催
した中津川市
ゼロカーボン
シティ共同宣
言式。

活動拠点「coagari」
のロゴを学生たちで
考えるためのワーク
ショップ。
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地域おこし協力隊の充実
～地域おこし協力隊インターンの創設～

01
M I C  N E W S

泊
３
日
以
上
）、
受
入
地
域
で
の
地
域
協

力
活
動
を
体
験
し
、
受
入
団
体
、
受
入
地

域
お
よ
び
隊
員
と
の
事
前
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
仕
組
み
で
す
。
こ
の
仕
組
み
に
よ

り
、
受
入
地
域
に
お
い
て
は
、
行
政
任
せ

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
都
市
地

域
か
ら
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利
地
域
に

住
民
票
を
異
動
し
生
活
の
拠
点
を
移
し
た

者
が
、
概
ね
１
～
３
年
の
期
間
で
地
方
公

共
団
体
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
様
々
な
地
域

協
力
活
動
を
行
い
、
併
せ
て
そ
の
地
域
へ

の
定
住
・
定
着
を
図
っ
て
い
た
だ
く
仕
組

み
で
す
。

　

現
役
隊
員
の
数
は
、
制
度
創
設
当
初
の

平
成
21
年
度
の
全
国
８
９
人
か
ら
年
々
増

加
し
、
令
和
２
年
度
は
５
，
５
６
０
人
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
現
役
隊
員
と
任
期

を
終
了
し
た
隊
員
の
合
計
は
約
１
万
２
，

０
０
０
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
任
期
中

の
地
域
協
力
活
動
を
通
じ
た
地
域
貢
献
は

も
と
よ
り
、
任
期
終
了
後
そ
の
６
割
が
当

該
地
域
に
定
住
・
定
着
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
現
役
隊
員
の
約
４
割

は
女
性
、
20
～
30
歳
代
の
隊
員
が
約
７
割

を
占
め
て
い
る
な
ど
、
若
い
方
々
が
中
心

と
な
っ
て
地
域
に
元
気
と
大
き
な
刺
激
を

与
え
る
と
と
も
に
、
近
年
で
は
、
40
歳
代

以
上
の
経
験
豊
富
な
年
代
の
隊
員
も
割
合

を
増
や
し
て
き
て
お
り
、
地
域
で
多
様
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

に
せ
ず
住
民
も
主
体
的
に
隊
員
を
受
け
入

れ
る
機
運
が
醸
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
参

加
者
に
直
接
地
域
側
の
想
い
を
伝
え
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
入
団

体
に
お
い
て
は
、
新
た
な
募
集
形
態
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
隊
員
の
選
考
過

程
と
し
て
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
参
加
者
に
お
い
て
は
、
事
前
に

受
入
地
域
や
住
民
、
地
域
協
力
活
動
の
内

容
を
よ
り
リ
ア
ル
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

ほ
か
、
受
入
団
体
お
よ
び
受
入
地
域
と
の

意
思
疎
通
が
早
い
段
階
か
ら
図
ら
れ
る
こ

と
で
、
着
任
後
は
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
を
開

始
で
き
ま
す
。

　

活
用
さ
れ
て
い
る
団
体
に
お
い
て
は
、

多
く
は
２
泊
～
４
泊
程
度
で
す
が
、
中
に

は
10
泊
以
上
、
数
十
泊
と
い
う
団
体
も
あ

り
、
期
間
も
含
め
柔
軟
に
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
お
た
め
し
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
は
、
応
募
前
に
実
際
に
現
地

を
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
有
益
な
仕
組
み

で
す
が
、
２
泊
３
日
程
度
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
団
体
が
多
い
こ
と

も
あ
り
、
隊
員
に
な
っ
た
後
の
実
際
の
生

活
を
よ
り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
い
、

　

今
後
に
向
け
、
政
府
と
し
て
令
和
６
年

度
に
隊
員
数
を
８
，
０
０
０
人
と
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
隊
員
数
は
こ
こ

数
年
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
「
伸
び

悩
み
」
の
１
つ
の
要
因
と
し
て
、「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
型
」
の
募
集
案
件
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
と
り
わ
け
新
卒
や
若
い
人
を

中
心
に
、「
自
分
に
は
観
光
の
知
識
・
ス

キ
ル
は
な
い
」「
自
分
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

と
い
う
声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
日
々
、
ど
こ
に
住
み
、
ど

の
よ
う
に
通
勤
し
、
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
し
て
、
オ
フ
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
す

か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
に
、「
お
た
め
し
」
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
け
れ
ど
も
、
一
足
飛
び
に
本
体
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
る
わ
け
で
も
な
い
、

そ
う
し
た
仕
組
み
と
し
て
、
今
年
度
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
」
を
創
設

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、「
お
た
め
し
」「
イ
ン
タ
ー
ン
」

「（
本
体
の
）
協
力
隊
」
と
い
う
、
い
わ
ば

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
の
施
策

が
揃
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
お
た
め

し
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ン
」
に
よ
り
、
地
方

へ
の
淡
い
関
心
を
寄
せ
る
方
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
方
に
、
協

力
隊
と
い
う
ツ
ー
ル
を
通
し
て
、
実
際
の

「
地
方
で
の
暮
ら
し
」
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ひ
い
て
は
関
係

人
口
の
創
出
に
も
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年

は
、
地
域
活
性
化
や
地
域
振
興
に
興
味
を

持
ち
、
実
際
に
地
域
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
う
学
生
も
増
え
て
き
て
お
り
、
大

学
の
研
究
活
動
に
そ
う
し
た
活
動
を
組
み

込
ん
で
い
る
研
究
室
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
」
を
活
用

ン
グ
の
経
験
は
な
い
」
と
応
募
を
た
め

ら
っ
て
し
ま
う
と
い
う
例
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
、

す
ぐ
に
協
力
隊
へ
の
応
募
や
移
住
を
決
断

で
き
る
人
は
多
く
は
な
い
こ
と
か
ら
、
応

募
に
際
し
て
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
た
め
、

次
の
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
な
る
に
は
、

典
型
的
に
は
、
募
集
案
件
の
情
報
を
一
般

社
団
法
人
移
住
・
交
流
推
進
機
構
（
Ｊ

Ｏ
Ｉ
Ｎ
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

w
w

w
.iju-join.jp/

）
等
を
通
じ
て
入
手

し
、
受
入
自
治
体
と
や
り
取
り
し
た
上
で
、

最
終
的
に
は
面
接
を
行
っ
て
採
用
が
決
定

さ
れ
た
の
ち
、
地
域
協
力
活
動
の
委
嘱
を

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
際
、
面

接
よ
り
も
以
前
に
、
実
際
に
現
地
に
行
っ

て
受
入
自
治
体
や
地
域
の
関
係
者
と
や
り

取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
応
募
者
、

受
入
自
治
体
双
方
に
と
っ
て
有
益
な
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
度
に
、「
お
た

め
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
創
設
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
す
る
前
に
、
一
定
の
期
間
（
２

し
、
学
生
が
休
暇
を
利
用
し
て
収
入
を
得

な
が
ら
地
域
お
こ
し
活
動
に
携
わ
る
こ
と

や
、
大
学
と
受
入
自
治
体
が
連
携
し
、
イ

ン
タ
ー
ン
で
の
地
域
協
力
活
動
を
ゼ
ミ
の

単
位
と
し
て
認
定
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、
地
方
自
治

体
が
募
集
・
選
考
し
ま
す
。
地
方
自
治
体

に
よ
る
募
集
情
報
を
随
時
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も

募
集
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
省
で
は
隊
員
や
地
方
自

治
体
職
員
等
か
ら
の
電
話
や
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
相
談
に
一
元
的
に
対
応
す
る

た
め
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
」（https://w

w
w

.iju-join.jp/
chiikiokoshi/7626.htm

l

）
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
で
は
、

一
般
行
政
相
談
員
の
ほ
か
、
専
門
相
談
員

（
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）
８
名
（
う
ち
女
性

３
名
）
が
対
応
し
て
お
り
、
地
方
自
治
体

関
係
者
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
み
な

ら
ず
、
協
力
隊
希
望
者
か
ら
の
質
問
・
相

談
等
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
に
少
し
で
も
関
心
の
あ
る

方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
た
め
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊

イ
ン
タ
ー
ン
の
創
設

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に

な
る
に
は

隊員数、取組団体数の推移 ➡令和 6 年度に 8,000 人を目標

年度

年度

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度

隊員数

隊員数

89人 257人 413人 617 978人 1,629人
（1,511人）

2,799人
（2,625人）

4,090人
（3,978人）

4,976人
（4,830人）

5,530人
（5,359人）

5,503人
（5,349人）

5,560人
（5,464人）

団体数

団体数

31団体 90 団体 147団体 207団体 318団体 444団体

673 団体 886団体 997団体 1,061団体 1,071団体 1,065団体

おためし地域おこし協力隊 地域おこし協力隊

地域おこし協力隊インターン

★期間
・主に２泊３日

★移住要件
・なし

★活動内容（例）
・行政、受入地域等関係者との顔合わせ
・地域の案内、交流会
・地域協力活動の実地体験　　　　　 等

★財政措置（特別交付税措置）
・実施経費：１団体あたり 100 万円上限

★期間
・１年～３年

★移住要件
・原則、都市地域から条件不利地域への
  移住が必要

★活動内容（例）
・地場産品の開発・販売等地域おこし支援
・農林水産業への従事
・住民の生活支援　　　　　　　　　 等　

★財政措置（特別交付税措置）
・募集経費：１団体あたり 200 万円上限
・活動経費等：１人あたり 470 万円上限

★期間
・２週間～３か月

★移住要件
・なし

★活動内容
・地域おこし協力隊と同様の地域協力活動に従事

★財政措置（特別交付税措置）
・インターンのプログラム作成等に要する経費：
  １団体あたり 100 万円上限
・協力隊インターン参加者の活動に要する経費：
  1 人・1 日あたり 1.2 万円上限

⇒ 地方への移住に淡い関心を寄せる方や地域お
こし協力隊をあまり知らない方へアピール！

⇒ 地域おこし協力隊への参加を具体的なイ
メージをもって検討することが可能に！

NEW

平成２６年度以降の隊員数は、名称を統一した田舎で働き隊（農林水産省）の隊員数と合わせたもの。
カッコ内は特別交付税算定ベース。
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2021年10月から
手紙・はがき・ゆうメール

などのサービスが
一部変更されます

　

2
0
2
1
年
10
月
か
ら
、
生
活
に
身

近
な
手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
郵
便
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
（
土
曜
日
配
達
の
休
止
、
お

届
け
日
数
の
繰
下
げ
等
）
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

総
務
省
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
働

き
方
改
革
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化
、
郵

便
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、

郵
便
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
普
通
扱
い
の
郵

便
物
（
手
紙
、
は
が
き
等
）
の
配
達
頻
度

や
送
達
日
数
に
係
る
見
直
し
等
を
内
容
と

す
る
「
郵
便
法
及
び
民
間
事
業
者
に
よ
る

信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
を
昨
年
秋
の
国
会
に
提

出
し
ま
し
た
。
同
法
律
案
は
、
昨
年
11
月

27
日
に
全
会
一
致
で
可
決
・
成
立
し
た
後
、

同
年
12
月
４
日
に
公
布
さ
れ
（
令
和
２
年

法
律
第
70
号
）、
本
年
5
月
1
日
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
今
般
の
法
律
改
正
を
受
け

て
、
本
年
10
月
か
ら
日
本
郵
便
株
式
会
社

（
全
国
の
郵
便
局
）
に
お
い
て
実
施
を
予

定
し
て
い
る
郵
便
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
変
更

の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日本郵便株式会社の Web サイトには、より詳細な情報が掲載されています。
下記 URL または QR コードから掲載 Web ページにアクセスできますので、ぜひご確認ください。
日本郵便株式会社 Web サイト
https://www.post.japanpost.jp/

 郵 便 サ ー ビ ス の 見 直 し に つ い て も っ と 知 り た い

郵便サービスの具体的な変更内容

土 曜 日 配 達 の 休 止

変 更 が な い サ ー ビ ス

特 殊 取 扱 料 金 の 変 更 な ど

お 届 け 日 数 の 繰 下 げ

（１）速達郵便料金の引き下げ （２）配達日指定郵便料金区分の変更

　2021 年 10 月 2 日（土）から、普通扱いとする郵便物およびゆうメール※１について、土曜日配達
が休止されます。なお、特定記録とするものも休止となります。

　ゆうパック、ゆうパケット、レターパックプラス、レターパックライト、クリックポスト、速達、書留、
簡易書留、レタックスなどは、引き続き土曜日、日曜日および休日も配達され、お届け日数に変更はあ
りません。

　2021 年 10 月から段階的に、普通扱いとする郵便物およびゆうメールのお届け日数が１日程度繰り
下げられます。
　土曜日配達の休止およびお届け日数の繰下げが実施された場合の影響（現在おおむね 17 時まで※２の
差出しで翌日配達の地域宛て）は次ページの表のとおりです。普通扱いとする郵便物およびゆうメール
はお届けまでに追加的な日数を要することとなりますので、早期に差し出したり、必要に応じて後述す
る速達等の他の差出方法をご検討ください。

※１ 　普通扱いとする郵便物およびゆう
メールとは、速達や書留などのオプ
ションサービス（特殊取扱）を付加
しないもののことをいいます。

※２ 　土曜日、日曜日および休日では、
差出し締切時刻が異なる場合があり
ます。

※３ 　2021 年 10 月から繰り下がりま
す。その他の曜日は、2022 年１月
以降、段階的に繰り下がります。

　2021 年 10 月１日（金）引受分から、速達郵便
の料金（オプションサービスの加算料金）が以下の
とおり１割程度引き下げられます。お急ぎの方は速
達のご利用をご検討ください。

　普通扱いとする郵便物の土曜日配達の休止に伴い、
2021 年 10 月 1 日（金）引受分から、配達日指
定郵便の料金区分が以下のとおり変更されますので、
ご注意ください。

　上記の新料金に対応する 260 円普通切手が
2021 年９月１日に発行されます。また、旧料金と
なる 290 円普通切手は、同日から 10 月 31 日ま
での間、交換手数料無料で他の郵便切手類と交換で
きますので、お近くの郵便局にお尋ねください。

※４　休日を除きます。

ゆうびん 検 索

1

3

4

2

差出日

月
火
水
木
金
土
日

火
水
木
金
土
月
月

水
木
金
月

　　月（※ 3）

火
　　火（※ 3）

現在
配達曜日

見直し後

重量 指定日

250g まで 月曜日〜金曜日
（※ 4）

1kg まで 土曜日（※ 4）

4kg まで 日曜日・祝日

9/30 までの料金 9/30 までの料金

290 円
32 円

390 円

660 円 210 円

10/1 以降の料金 10/1 以降の料金

260 円 32 円

350 円
210 円

600 円
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総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
内
閣
官
房
お
よ
び
内
閣
府

で
は
、
東
京
都
お
よ
び
関
係
団
体
と
連
携

し
、
２
０
１
７
年
よ
り
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
・

デ
イ
ズ
」（
夏
季
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
集
中

的
な
実
施
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
7
月
19
日
～
9
月
5
日
を

実
施
期
間
と
し
て
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ

イ
ズ
２
０
２
１
」
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
期
間

中
は
、
選
手
、
関
係
者
等
の
移
動
も
発
生

す
る
こ
と
か
ら
、
人
と
人
と
の
接
触
機
会

の
抑
制
や
交
通
混
雑
の
緩
和
を
通
じ
て
安

全
・
安
心
な
大
会
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
大
会
終
了
後
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
テ

レ
ワ
ー
ク
を
着
実
に
定
着
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ
イ
ズ
２
０
２
１
」

の
参
加
団
体
は
、
実
施
団
体
、
特
別
協

力
団
体
、
応
援
団
体
の
３
類
型
※
と
し
、

３
０
０
０
団
体
の
参
加
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。ご
参
加
に
当
た
っ
て
は
、テ
レ
ワ
ー

ク
・
デ
イ
ズ
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
ご
登
録

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「テレワーク・デイズ 2021」
の実施について

03
M I C  N E W S

武田総務大臣の
Ｇ７デジタル・技術大臣会合

への出席

MIC
リポート

　

令
和
３
年
４
月
28
日
、
武
田
総
務
大

臣
は
、
Ｇ
７
デ
ジ
タ
ル
・
技
術
大
臣
会

合
（
テ
レ
ビ
会
議
）
に
、
総
務
省
内
会

議
室
か
ら
出
席
し
ま
し
た
。
本
会
合

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
か
ら
の
「
よ
り
よ
い
回
復

（Building Back Better

）」
を
テ
ー

マ
に
、
安
全
で
強
靱
性
の
あ
る
多
様
な

情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
や
信
頼
性
の
あ
る

自
由
な
デ
ー
タ
流
通
（
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
）
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
関
す
る
議
題
に

つ
い
て
、
Ｇ
７
各
国
・
国
際
機
関
の
代

表
が
議
論
し
ま
し
た
。

　

武
田
総
務
大
臣
か
ら
は
、
情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
多
様

性
や
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

自
由
で
開
か
れ
た
安
全
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
空
間
の
維
持
に
向
け
て
、
マ
ル

チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
連
携
が
重
要

で
あ
る
旨
を
発
言
し
ま
し
た
。

　

会
合
の
成
果
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
遮
断
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
制
限

を
含
む
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
民

主
主
義
的
価
値
を
損
な
う
可
能
性
の
あ

る
措
置
へ
の
Ｇ
７
と
し
て
の
反
対
表
明

や
、
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
を
推
進
す
る
た
め
の
Ｇ

７
の
協
力
に
関
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

策
定
、
安
全
で
強
靱
性
の
あ
る
多
様
な

情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
推
進
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
Ｇ
７

デ
ジ
タ
ル
・
技
術
大
臣
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
は
、
令
和
５
年
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
課
題
を
マ
ル
チ
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
議
論
す
る
、
国
連

の
会
議
で
あ
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｉ
Ｇ
Ｆ
）」

の
主
催
国
を
務
め
る
予
定
で
あ
り
、
今

後
も
、
Ｇ
７
を
は
じ
め
と
し
た
民
主
主

義
の
価
値
観
を
共
有
す
る
国
々
と
連
携

し
て
、
自
由
で
開
か
れ
た
安
全
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
維
持
や
、
デ
ー
タ

流
通
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
経
済

に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
に
向
け
た
国
際

的
な
議
論
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

編 集 後 記 e d i t o r i a l  n o t e

　

８
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
、「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
ご

紹
介
し
た
の
は
、
岐
阜
県
の
東
南
端
に

あ
る
中
津
川
市
で
す
。

　

そ
の
中
津
川
市
は
、「
か
が
や
く
人
　々

や
す
ら
げ
る
自
然　

活
気
あ
ふ
れ
る　

中
津
川
」
と
い
う
都
市
像
を
掲
げ
、
そ

の
中
で
も
定
住
支
援
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
空
き
家
ツ
ア
ー
や
婚
活
パ
ー
テ
ィ

を
実
施
す
る
な
ど
魅
力
的
な
ま
ち
だ
と

感
じ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業

が
６
年
後
に
迫
り
、
開
通
す
る
と
中
津

川
市
内
の
新
駅
か
ら
名
古
屋
駅
ま
で
約

15
分
、
東
京
の
品
川
駅
ま
で
約
１
時
間

で
着
く
そ
う
で
す
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
が
開
業
し
た
ら
実
際
に
そ
れ
に
乗
っ

て
中
津
川
市
に
行
き
、
エ
メ
ラ
ル
ド
ブ

ル
ー
の
川
や
緑
の
木
々
を
眺
め
な
が
ら

付
知
峡
の
橋
を
渡
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
室　

D
・
S
）

 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、FAX または電子メールでお寄せください
FAX » 03-5253-5174　MAIL » kohoshi@soumu.go.jp

※ 実施団体：期間中に、参加人数、実施日数を問わずテレワークを実施する企業・団体。
　  特別協力団体：期間中のテレワークの実施に加え、期間終了後の実施報告や交通混雑緩和、業務効率化等の効果測定のため

のアンケートに協力する企業・団体。
　  応援団体：期間中にテレワークを実施する企業・団体に対して支援を行う企業等。支援メニューとしては、ノウハウ（自社

の取組情報）やワークスペース、テレワークに資するソフトウェアや ICT ツールの提供、ワーケーションの支援などを想定
しています。実施団体、特別協力団体のいずれかとの重複登録が可能です。

テレワーク・デイズ 2021

テレワーク・デイズ Web サイト
https://teleworkdays.go.jp/
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